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２
０
２
２
年
２
月
の
愛
子
忌

の
集
い
は
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
昨
年
開
催
す
べ
き
蘆
花
忌
で

の
講
演
会
が
荒
天
に
よ
り
中
止

に
な
っ
た
こ
と
の
結
果
で
す
。
講

演
者
で
あ
る
近
藤
恒
雄
氏
の
ご

承
諾
を
得
て
の
苦
肉
の
策
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
氏
に
は

予
想
外
の
選
択
と
な
っ
た
と
は

言
え
、
幸
い
に
も
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
終
始
し
ま
し
た
。
近
藤
氏

を
は
じ
め
参
加
者
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

＊
＊
＊ 

世
間
で
は
地
球
規
模
の
ウ
ィ

ル
ス
蔓
延
に
よ
り
落
ち
着
か
な

い
日
々
が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、

２
月
下
旬
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
と

い
う
新
た
な
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
。
二
度
の
大
戦
を
経
た

21

世
紀
に
お
い
て

19
世
紀
帝
国
主

義
ふ
う
な
力
尽
く
の
侵
略
が
始

ま
る
と
は
驚
き
を
禁
じ
え
ま
せ

ん
。
以
後
日
々
悲
惨
な
戦
闘
と
避

難
の
状
況
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
蘆
花
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ

と
の
ほ
か
心
を
痛
め
て
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ロ
シ
ア
と
言
え
ば
、
１
９
９
１

年
４
月

18
日
に
当
時
の
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
大
統
領
が
ト
ル
ス
ト
イ

の
言
葉
で
国
会
演
説
を
結
ん
だ

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

は
領
土
問
題
に
関
し
て
日
露
双

方
の
国
民
へ
の
訴
え
で
し
た
。 

 
 

ト
ル
ス
ト
イ
は
聖
書
に
よ
る

信
仰
に
基
づ
き
反
戦
平
和
主
義

を
強
く
唱
え
ま
し
た
。
彼
の
思
想

に
共
鳴
し
傾
倒
し
た
の
が
徳
冨

蘆
花
で
す
。
今
や
残
念
な
が
ら
一

般
に
は
忘
れ
ら
れ
た
観
の
あ
る

蘆
花
文
学
で
す
が
、
国
際
紛
争
の

絶
え
な
い
今
日
こ
そ
蘆
花
の
思

想
信
条
が
あ
ら
た
め
て
想
起
さ

れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。 

蘆
花
は
日
露
戦
争
講
和
の
翌

年
１
９
０
６
年

12
月
の
青
山
学

院
で
の
「
眼
を
開
け
」
と
題
す
る

講
演
に
続
き
、
第
一
高
等
学
校 

      

 

の
弁
論
部
集
会
で
「
勝 か

ち

の

哀
か
な
し
み

」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
後
に
「
勝
利
の
悲
哀
」
と
し
て

文
章
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
は
、
蘆
花
が
モ
ス
ク
ワ

で
見
た
絵
の
中
の
ナ
ポ
レ
オ
ン

か
ら
始
め
て
日
露
戦
争
で
殉
死

し
た
参
謀
総
長
児
玉
源
太
郎
に

及
ん
だ
の
ち
、
「
こ
こ
に
悲
哀
あ

り
」
と
説
き
ま
す
。
結
局
「
敗
北

も
悲
哀
な
り
。
勝
利
も
悲
哀
な
り
」

で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
侵
攻
を

始
め
た
ロ
シ
ア
の
現
職
大
統
領

に
は
思
い
も
及
ば
ぬ
境
地
で
し

ょ
う
。
彼
の
祖
国
ロ
シ
ア
の
文
学

や
文
化
が
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。 

＊
＊
＊ 

 

来
た
る
蘆
花
忌
の
集
い
で
は

相
模
女
子
大
学
名
誉
教
授
の
高

橋
広
満
氏
の
講
演
を
企
画
し
ま

し
た
。
氏
は
折
口

お
り
く
ち

信
夫

し

の

ぶ

を
研
究
す

る
か
た
わ
ら
広
く
日
本
近
代
文

学
の
研
究
を
進
め
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
今
度
こ
そ
例
年
通
り
の
開

催
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

 
 

（
佐
久
間
保
明
） 
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二
〇
二
二
年
度
の
事
業
計
画 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１
、
イ
ベ
ン
ト 

①
蘆
花
忌
（
没
後
九
五
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
九
月
十
七
日
（
土
） 

午
後
一
時
～
三
時 

・
詳
細
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

②
愛
子
忌
（
没
後
七
六
年
） 

・
二
月
十
八
日
（
土
） 

午
後
一
時
～
二
時 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
も
検
討
中
。 

・
内
容
は
未
定
。 

２
、
蘆
花
記
念
館
の
運
営 

〈
整
理
・
展
示
な
ど
〉
協
力
に 

関
す
る
も
の 

 
 

①
展
示 

・
年
二
回
程
度
展
示
替
え
予
定 

 

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド 

・
恒
春
園
来
園
者
へ
の
啓
蒙
活

動
と
し
て
、
毎
月
（
七
月
・

八
月
を
除
く
）
第
二
日
曜
日

午
後
二
時
よ
り
、
記
念
館
及

び
恒
春
園
内
を
約

40

分
ガ
イ

ド
実
施
。
事
前
予
約
の
あ
る

場
合
同
様
の
ガ
イ
ド
対
応
。 

・
ガ
イ
ド
育
成
に
努
め
る
。 

③
第

29
・

30

回
蘆
花
文
学
セ
ミ 

ナ
ー
開
催 

 

（
恒
春
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
主
催
。
五
月
～
九
月
、
十

月
～
三
月

各
月
第
二
週
土

曜
日
午
後
二
時
～
四
時
） 

・
没
後
九
五
年
の
節
目
に
改
め

て
『
み
み
ず
の
た
は
こ
と
』
を

読
む
。 

・
蘆
花
が
な
ぜ
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
粕
谷
に
転
居
し
、
そ
こ
が

終
の
棲
家
と
な
っ
て
い
っ
た

か
を
、
作
品
を
通
し
て
学
ぶ
。 

・
場
所
：
蘆
花
恒
春
園
内
愛
子
夫

人
居
宅
と
オ
ン
ラ
イ
ン
。 

・
講
師
：
布
川
純
子
（
蘆
花
会
・ 

 

事
務
局
長
。
神
奈
川
工
科

大
学
・
成
蹊
大
学
非
常
勤

講
師
。
熊
本
県
立
大
学
客

員
研
究
員
、
日
本
近
代
文

学
研
究
者
） 

④
収
蔵
庫
保
管
の
愛
子
書
簡
に

関
す
る
整
理 

・
愛
子
書
簡
未
整
理
部
分
の
リ

ス
ト
化
を
今
年
度
も
継
続
し

て
行
う
。 

⑤
記
念
館
準
備
室
の
蔵
書
・
文

献
整
理 

・
故
浅
原
丈
平
氏
、
故
吉
田
正

信
氏
両
蘆
花
会
会
長
よ
り
寄

贈
さ
れ
た
蔵
書
・
文
献
資
料

の
整
理
を
し
、
研
究
者
や
愛

好
者
に
広
く
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
整
理
。 

⑥
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応 

・
記
念
館
所
蔵
資
料
へ
の
問
い

合
わ
せ
並
び
に
蘆
花
関
係
の

問
い
合
わ
せ
に
対
し
協
力
。 

⑦
そ
の
他 

・
記
念
館
並
び
に
蘆
花
旧
宅
の

遺
品
等
に
関
す
る
内
容
へ
の

公
益
財
団
東
京
都
公
園
協
会

へ
の
働
き
か
け
。 

 

＊
編
集
よ
り
＊ 

・
会
報
へ
の
寄
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 

事務局より 

【正会員・賛助会員募集】 
 

会員特典 各種催事ご案内・会報の送付 

入会費 正会員 1,000 円・賛助会員 500 円  

年会費 正会員 1,000 円・賛助会員 500 円  

 

振込先  三菱 UFJ 銀行  王子駅前支店  

口座名 特定非営利活動法人蘆花会  

口座番号 普通０２７４２６４ 

蘆花記念館  

2021 年度愛子忌 （オンライン開催 ） 
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